















































































































































































































































































































都市に関する研究(｢戦国時代の都市とその支配｣ (『東洋史研究』48 - 2､ 1989)では､都市の自立性が高
い三晋地域に対して､発展の遅れた周辺地域で中央集権的専制支配が展開したことが論じられているが､
後進的な周辺地域から新たな制度や概念が生み出されていく現象は､祖先観念の展開にも共通するのか
もしれない｡
以上のように､地域性や族集団の差異に着目して､祖先観念の変遷を追っていくならば､一元論的な
議論を見直したうえで､通時代的に先秦時代の祖先観念を理解することができると考える｡本研究では､
その初歩的段階の考察として､春秋時代-特に春秋後期を中心とする-に於ける祖先観念の性格と
変化について論じ､先秦時代の祖先観念を通時代的に理解するための展望を示した｡
論文審査結果の要旨
本論文は､春秋時代の祖先観念について､呉の始祖伝説を主たる素材として､文献史料と考古資料の
両面から考察を加えたものである｡
第一章｢春秋時代の｢国際｣秩序について｣では､ 『春秋左氏伝』に載せる始祖伝説の多くが｢国際｣政治
にかかわる内容であることに着目し､軍事的衝突の回避や婚姻を結ぶ際などに､始祖を引き合いに出し
て正当性を主張したり､それぞれの祖先神の寵嘉を祈念したりすることを通じて問題を解決していたこ
とをまず確認する｡さらに､本来周とは血縁関係をもたないにもかかわらず､周との血縁関係を作為し
た呉の場合にも､それが擬制であることを各国が認識したうえで､相互の始祖を承認しあって､この始
祖の霊威を外交儀礼の面で有効に活用していたことを明らかにし､その事実から春秋時代を政治的意図
が宗教的価値観を超克する過程として位置づける｡
第二章｢呉墓初探｣では､従来分析が不充分であった春秋呉国の墓葬の形式や副葬品のデータを収集し
て考察を加え､中原文化(西周)の影響と考えてきた通説に異論を呈し､むしろ土着的性格が見られるこ
とを指摘する｡
第三章｢春秋呉国の動物崇拝｣では､呉墓から出土した虎モチーフの器物を分析して､呉国において虎
が崇拝対象とされていたことを明らかにする｡さらに､呉墓の副葬品には龍や鳥の図案もみられること
から､虎･龍･鳥を一組の集団表象と考え､巴･楚系種族や越族との類似性を指摘する｡そのうえで､
第二･三章の分析結果からも､周太伯を始祖とする呉系譜は擬制であるとみなさざるをえない､と結論
する｡
＼
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本論文では､とくに春秋時代の始祖伝説を取り上げることによって､従来一元的にとらえられてきた
当時の祖先観念の多様性を明示するとともに､呉の始祖伝説のように擬制のものであっても､それが諸
国によって承認され､外交上､有効に機能するという当時の祖先観念のあり方から､政治的意図が宗教
的価値観を超克する過程として､春秋時代を位置づけることにも成功している｡よって本論文の提出者
は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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